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あらまし：コンパイルエラーに対して恐怖感を持っている学生のため，コンパイルエラー修正時間推移

を一覧できるシステム CocoViewer(Compile error Collection Viewer)を開発した．文化系の大学生に

対し，評価実験を行ったところ，41%の被験者がコンパイルエラーの恐怖感が軽減されたと回答し，部

分的な効果が確認できた． 
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1. はじめに 

コンパイルエラーは多くのプログラミング学習者

が最初に躓く問題である．静岡大学情報学部社会学

科 1 年次の「プログラミング」の講義を受講してい

る文化系の大学生に対してアンケートを実施したと

ころ，61%の学習者がコンパイルエラーへの恐怖感

を持っていると回答し，そのような学習者はコンパ

イルエラー修正に躓いてプログラミング作業を苦痛

に感じている． コンパイルエラーへの恐怖感を軽減

する方法として，コンパイルエラー修正時間の推移

を可視化し，学習者がその推移を分析することが考

えられる． 

そこで，本研究ではコンパイルエラー修正時間推

移を一覧できるシステムを開発し，評価実験を行っ

た． 

 

2. 先行研究 

コンパイルエラーを短い時間で修正できるよう学

習者を手助けするシステムがある(1) (2)．しかし，学

習者が自らのコンパイルエラー修正時間の推移を知

ることができない．本研究ではこの点に着目し，学

習者が自らのコンパイルエラー修正時間の推移を分

析なシステムを開発する． 

 

3. システムの提案 

3.1 システムの概要 

静岡大学情報学部社会学科 1 年次の「プログラミ

ング」の講義で利用されている統合開発環境「論プ

ロエディタ」の拡張として CocoViewer(Compile Error 

Collection Viewer)を開発した．CocoViewer の開発言

語は Java である．コンパイルエラー修正情報は，学

習者が作成したプログラムファイルの全差分データ

を再コンパイルし収集している． 

 

3.2 修正時間の分析方法 

図 1 に修正時間推移グラフの例を示す．修正時間

推移グラフは X 軸をコンパイルエラー修正回数，Y

軸をコンパイルエラー修正時間とした折れ線グラフ

である．学習者は修正時間推移グラフの概形を見て，

自分のコンパイルエラー修正を分析できる．修正時

間推移グラフはグラフの概形を右下がり型，振動型，

右上がり型の 3 パターンに分けられる． 

 

 
 

図 1 右下がり型修正時間推移グラフ 

 

図 1 は右下がり型修正時間推移グラフの例である．

修正回数が増えるにつれ，修正時間が短くなること

から，このコンパイルエラーの修正方法を理解して

いると推測できる． 

 

 
 

図 2 振動型修正時間推移グラフ 
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図 2 は振動型修正時間推移グラフの例である．修

正回数が増えても修正時間が長くなることがあるこ

とから，このコンパイルエラーの修正方法の理解が

不完全であり，修正方法を学習する必要があると推

測できる． 

 

 
 

図 3 右上がり型修正時間推移グラフ 

 

図 3 は右上がり型修正時間推移グラフの例である．

修正回数が増えるにつれ，修正時間が長くなってい

ることから，振動型よりもこのコンパイルエラーに

関しては理解が不完全であり，修正方法を学習する

必要があると推測できる． 

 

3.3 システムの特長 

本システムの特長は各コンパイルエラーの修正時

間推移グラフをゲーム感覚で一覧できることである．

修正時間推移グラフ一覧表を図 4に示す． 

 

 
 

図 4修正時間推移グラフ一覧表 

 

ゲーム感覚でコンパイルエラー修正を振り返るた

めのデザインとして，コンパイルエラーの種類の発

生頻度によるレア度を設定した．修正時間推移グラ

フの背景色はレア度を示している．コンパイルエラ

ーの種類の発生頻度は，榊原らの先行研究 (3)から

2010年度の静岡大学情報学部社会学科 1年次の「プ

ログラミング」の講義で集計したコンパイルエラー

の修正数から求めている．学習者が修正経験のない

コンパイルエラーの種類に関しては，そのエラーメ

ッセージを表示することで，学習者がコンパイルエ

ラーを集めやすくしている． 

これらのデザインにより，学習者がコンパイルエ

ラーを集めるゲーム感覚で，コンパイルエラー修正

時間の推移でき，学習者のコンパイルエラーに対す

る恐怖感を軽減することを狙いとしている． 

 

4. 評価実験 

4.1 仮説 

本実験の仮説は以下のとおりである． 

仮説 CocoViewer を使うことで，学習者のコンパ

イルエラーへの恐怖感が軽減される 

 

4.2 実験概要 

静岡大学情報学部社会学科 1 年次の「プログラミ

ング」の講義を受講している文化系の大学生 98名に

対し，第 10 回講義時のチャンス問題として

CocoViewer の評価実験を実施した．実験を始める前

に，筆者が修正時間推移グラフの読み取り方につい

ての説明を行った．被験者はワークシートにそって

CocoViewer を操作し，アンケートに答えた．実験中

はワークシート及びシステム操作に関する質問を随

時受け付けるものとした． 

この講義で扱われている言語は Java で，受講者は

全員同じエディタ，コンパイラを使用している．コ

ンパイラはOracle社が提供する Java Development Kit

に含まれている Javac コンパイラで，バージョンは

1.7.0_45 である． 

 

4.3 実験結果 

61 名から有効なデータを得た． 

「この演習を通して，コンパイルエラーへの恐怖

感が軽減されましたか？」という質問に対し， 41%

の被験者がコンパイルエラーに対する恐怖感が軽減

されたと回答した．自由記述欄では「この演習を一

通りやるだけでコンパイルエラーへの恐怖感が激減

したと」いう意見があった．被験者の中には友達同

士で修正時間グラフ一覧表を見せ合って，レア度の

高いコンパイルエラーの発生を競い合い，楽しんで

コンパイルエラー修正を分析する様子が見られた． 

これらの結果より，仮説は部分的に支持される． 
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